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まえがき 

この JSA 規格は，環境発電デバイスを用いた学校向け IoT システムに関する要求事項について，株式

会社ニフコが開発主体を務める JSA 規格開発グループで案を検討・作成し，JSA 規格開発制度に基づく

作成過程等の確認を経て，2024 年 3 月 27 日付で発行した JSA 規格である。 

この JSA 規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この JSA 規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があること

に注意を喚起する。一般財団法人日本規格協会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新

案権に関わる確認について，責任はもたない。 

この JSA 規格の情報を用いて利用者が行う一切の行為について，また，当該行為に起因して生じる一

切の損害について，一般財団法人日本規格協会は責任をもたない。 

この JSA 規格は，発行の日から 3 年を経過する日までに見直しを行う。見直しの結果によって，改正

又は廃止することがある。また，この JSA 規格が将来，JIS 若しくは国際規格として発行された場合，又

はこれらの規格に取り込まれた場合には，この JSA 規格は廃止する。これらによるほか，この JSA 規格

は予告なしに改正又は廃止することがある。 
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環境発電デバイスを用いた学校向け IoT システムの

要求事項及びその開発指針 
Requirements for IoT systems for schools using energy harvesting devices 

and their development guidelines 
 

序文 

近年，地球温暖化，環境破壊などの問題が深刻化している。グローバルでは，環境に対する意識が高ま

り，省エネルギー，リサイクルなどの取組が進められている。我が国も，一層の環境への取組が重要であ

る。 

環境発電は，電磁誘導，太陽光，熱などの様々なエネルギーを利用して電気を生成する発電方式の総称

である。これらの方式は，化石燃料を使わないため，二酸化炭素の排出量を減らすことが可能である。ま

た，電力網に依存しないため，災害時及び停電時にも安定した電源となる。さらに，環境発電デバイスは，

IoT（インターネット・オブ・シングス）と連携することで，エネルギーの管理及びその使用の効率化を可

能にする。 

学校は，子どもたちの教育の場であり，社会の未来を担う人材を育成する場でもある。そのため，学校

に“環境発電デバイスを用いた学校向け IoT システム（以下，学校向け IoT システムという。）”を導入す

ることは，次のようなメリットがある。 

－ 子どもたちに環境に対する意識及び知識を身につけさせることが可能となる。 

－ 学校のエネルギー消費を削減し，無駄をなくすことが可能となる。 

－ 学校の環境に応じた最適なエネルギー制御を行うことが可能となる。 

－ 学校の安全性及び快適性を向上させることが可能となる。 

この JSA 規格の目的は，環境発電デバイスを用いた学校向け IoT システムの要求事項を規定すること，

及びその開発において参考となる指針を提供することである。この JSA 規格では，システムの概要及び機

能，デバイスの種類及び仕様，データの収集及び管理，セキュリティ，保守などについて記載する。 

今後，この JSA 規格によるシステムが全国に広がり，教育現場からも我が国の環境意識の高まりに寄与

するとともに，環境問題の解決に貢献することを期待する。 

1 適用範囲 

この JSA 規格は，環境発電デバイスを用いた学校向け IoT システムの要求事項を規定するとともに，そ

れらシステムの開発に関する指針（ガイドライン）を提供する。 

注記 1 この JSA 規格の学校向け IoT システムとは，教室，体育館，校庭などの学校の教育空間におけ

る温度，湿度，空調などの物理的環境に関するシステムを意図している。教育用コンテンツの




